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五感他の精神生理的機能を連想させる

英語動詞群の意味分析

伊藤幸

はじめに

人間は外界の刺激を五官を通して，五感として知覚する。感受された刺激に

対応して，内的世界には，感情とか，思考とか，が存在する。それらの内的精

神活動は，言語行動として，あるいは肉体行動として，五体を通して，外的に

吐露される。

この簡略化された図式でも，外のものを内に入れ，内なるものを外に出すと

いう，具体的因果関係は別にしても，対立関係は見て取れる。それぞれ，意識

をもっても展開するが，本稿では，意識をもたずに，反射的に展開する側面に

焦点を合わせ，該当する英語動詞群を考察する。

人間にとって，最も分化し，発達している五感は，視覚であり，聴覚も，そ

れに劣らず重要な位置を占めている。しかし，本稿の主旨に照らして見ると，

その他の呪・味・触の感覚も，より直接的で，重要となってくる。これら五感

からの刺激は，精神活動に大いに影瀞し，反射的には，思考面よりも感情面に

訴えかける可能性が大きい。

更に，その精神的変化は，言語行動として吐露される可能性があり，反射的

には，前言語として表出するかもしれない。しかし，状況によって，その音声

が押さえられたとしても，息使い，つまり呼吸に乱れが生じないだろうか。よ

り強い感情では血圧，血行にまで影獅が及び，ときには吐き気を催し，気を失

うこともあるだろう。

肉体行動，それも直接的な，動物的な行動に走る可能性も考えられるが，程

度や質によっては，表情や身振りとして表出しないだろうか。なかでも，言語

同様に学習された表情や身振りは，押さえられ得るが，身体内変化が表情とし

て出て来る場合は言うまでもなく，それに近い，より反射的な表情は押さえ切
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4８ 

れない。

この様に，本稿では，まず『感覚』として＜五感＞と，それに刺激されて起

きる精神的変化のうち＜喜怒哀楽＞を考える。次に，付随して『身体内変化』

が起きるであろう，＜自律神経＞の司どる呼吸・消化・血行の他，＜休息＞に

ついても言及する。更に，それぞれの精神的変化を表わす『表情』として，ま

ずく筋肉＞のレヴニルを，後で，肢も集中する＜顔＞を考える。

感覚

人間の身体部位のうち，’三|・Ｉ|自・鼻・舌・皮膚は五官と呼ばれ，それぞれ，

視・聴・嗅・味・触の五感を可どる，と言われている。人間の場合，この順で

鋭敏性を発達させており，特に，視・聴の感覚は，他の個人性に対して，社会

性を有している様に思われる。

＜五感＞視覚は五感の中で突出しており，他の感覚の確認さえする。然

るべき視力の目は，視界内を知覚し，一般的にはＳＥＥが適用されるが，厳密に

は，視線と焦点が合う部分に関してである。その能力を発揮して，理解する，

確かめる意の他，その能力を享受して，見物する，会う，等の意も持つ。ＳＥＥ

系の表現として，瞬間的に月に入るGLIMPSEや，気付くOBSERVEが挙

げられる。ついでながら，ＲＥＡＤは思考が絡む文字に関してである。

目が開いていれば，いつでも行なっていることではあるが，意図的に視線と

焦点を合わせるのはＬＯＯＫである。ＬＯＯＫ系の表現は，いくつも挙げられ

る(1)。チラヅと一瞥するのはＧＬＡNCEで，凝視するのはSTAREである。

熟視とでも呼べるＧＡＺＥには観賞の意が加わるか。注視するのはＶＩＥＷで，

見続けることにもなる。その際，動きを重視するのがＷＡＴＣＨで，虚心に観

察するのはOBSERVEであろう。更に，良く見えないので，腕き込むのは

PEERあるいはＰEEP，ＰＥＥＫである。

目は開けっ放し，というわけにはいかない。生理的に涙で潤っている必要が

ある。そのために，瞬きするのはＢＬＩＮＫで，同義としてＷＩＮＫも適用さ

れる。一瞬であれ，目を瞑ることで，見て見ぬ振りをする，更に，見逃す意も

含まれる。ＯＶＥＲＬＯＯＫは，それを強調しているか。

目を瞑らなくても，目が見えない状況はあり得る。一般的に，視力を奪うの

はＢＬＩＮＤであるが，一瞬，眩しい光などが，目を眩主せる場合もある。それ
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を強調するのが，驚かせる意を含むDAZZLE，ＤＡＺＥである。挙句に，「め

まい」まで起こさせるのがDIZZYである。ところで，涙などが目を篭ませる

意のBLEARは，対象物自身を霧などが霞ませる意も持ち，仲間として，よ

り広い意を持つＢＬＵＲ，ＤＩＭが挙げられるか。ともあれ，目が捕えた対象物

は，外見上，何かに見え，それにもＬＯＯＫが適用される。また，主観性を示

すＳＥＥＭや，外観性を示すAPPＥＡＲも，同義である。

聴覚も視覚と共に重要である。ロと違って耳は，いつも開放されていて，視

線の様な指向性もなく，四方から，絶えず音を知覚する。ＨＥＡＲが適用される

が，思考が絡む発話も対象となり，その能力を発揮して，伝え聞く，聞いてあ

げる意の他，その能力を享受して，鑑賞する意も持つ。聞く気がなくても聞こ

えて来て，漏れ聞くのはＯＶＥＲＨＥＡＲである。

一方，意図的に，立ち聞き，盗み聞きするのはEAVESDROPである。一般

的に，耳を傾けるのはLISTENで，人の発する言葉やアドバイスなども対象

となる。注意を払う意のATTＥＮＤは，どちらかと言うと，目より耳に関し

てであり，耳に手を当てる仕草を思い浮かべるか。

ともあれ，耳を，指や掌で，塞ぐ間ああらぱこそ，大音響が耳を聾するのは

DEAFENである。それが耳をゾーンとさせ，耳鳴りまで起こさせるとＲＩＮＧ

が適用されるが，事程左様に，対象となる音が，発話を含め，何かとして聞こ

えて来る，あるいは響く，ことにも，ＳＯＵＮＤと共に適用される(2)。

嗅覚は，耳と同様に絶えず開放されている鼻が司どるが，吸気に伴なう感覚

なので，知覚時間は，ほぼ半減するだろう。一般的にはＳＭＥＬＬが適用され

るが，ＳＣＥＮＴと共に，その能力を発揮して，嗅ぎつけ，嗅ぎ出す意も持つ。

犯罪や秘帝などに対して，臭いの比噛が使われるので，それに関して，感付く

意も含む。

一方，意図的に嗅ぐのｔＳＭＥＬＬである。鼻をクンクンさせてのＳＮＩＦＲ

ＳＮＵＦＦは，嗅ぐ意と共に，嗅ぎつける意も持つ。ＮＯＳＥも同義であるが，鼻

を押しつける意，を含む。後者を強調するＮＵＺＺＬＥにも，その可能性がある

が，甘えている仕草であろうか。

対象物が匂うことにもＳＭＥＬＬは適用されるが，smellingsaltsから分か

る様に，むしろ悪臭を暗示する。後者を強調するのがＳＴＩＮＫ，ＲＥＥＫで，そ

れぞれ，周囲を，その匂いで一杯にする，一杯である意を含む。SCENTは香

水などを付けること，そして，匂いで充満させること，更に，匂いがすること
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主でも意味する。

味覚は嗅覚と異なり，快い感覚が，むしろ話題となる。感官は舌である，と

言われるが，正確には，口腔内であり，嗅覚の鼻も関わる。ロも開閉自在であ

るが，閉じているのが常態で，目とは知覚時間が逆転する。ＴＡＳＴＥが適用さ

れるが，その能力を発揮して，感じる，体験する意の他，その能力を享受して，

RELISH,ＳＡＶＯＲと共に，料理等を賞味する意も持つ。

意図的に味をふることもＴＡＳＴＥであるが，結局，食べたり，飲んだりする

ことを意味する。明確に，試飲，試食する意はFORETASTEである。更に，

対象物に関して，色奇な味がすることにもＴＡＳＴＥは適用される。RELISH，

ＳＡＶＯＲ更にはＳＭＡＣＫも，ここに加えられ得るが，嗅覚の関わる，風味が

する意，を含むことを記さざるを得ない。

触覚は皮膚が司どり，皮膚感覚とも呼ばれる。ＦＥＥＬが適用されるが，より

広い意を持ち，いわば「肌で感じる」意を含む。その能力を発I揮して，感じ

る，気がする，などの意の他，その能力を享受して，感動する意も持つ。

一方，意図的に触覚を得ようと触れることにもＦＥＥＬは適用されるが，そ

れを頼りに，何かを探す意も含む。それを強調するGROPEと共に，手探りで

進むことも暗示する。ついでながら，一般的に，手足などが何かに触れるのは

TOUCHである。ともあれ，対象物に関して，何らかの手触りがする，ある

いは，何かの感触がある意にもＦＥＥＬは適用される。

ところで触覚には，具体的な物が，「具体的な触覚を引き起こす」意の表現

が，いくつもあるので(3)，より一般的なものだけでも，記さざるを得ない。何

かで「くすぐる」「痒がらせる」TICKLEは，その結果，触覚を得たどこかが

ムズムズするだけでなく，触覚を与えた物がムズムズする意をも持つ。一般的

に，どこかが痒いのはＩＴＣＨである。一方,怪我や傷を負わせ，痛象を与える

ＨＵＲＴは，どこかが痛む意も持つ。どこかが痛むにしても，継続的であり，疹

くことでもあるのがＡＣＨＥである。

以上の五感に関して，知覚するのはPERCEIVEで，気付く，理解する，意

を含む。SENSEも同義として挙げざるを得ない。神経を集中するのはＣＯＮ－

ＣＥＮＴＲＡＴＥで，それぞれの感覚を鋭くするのはSENSITIZEである。上手

く知覚出来ればＣＡＴＣＨとなり，失敗すればＭＩＳＳとなる。無意識に頭脳を

使うことを強調すればCEREBRATEが適用される。

＜喜怒哀楽＞この様にして得た刺激は，内的精神活動に，つまり，思考の
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世界にも，感情の世界にも影響を及ぼす")。それぞれの世界の詳細について

は，それぞれ別途に考えるとして，ここでは，後者に直結する「精神的変化を

もたらす」意の一連の他動詞群の裏面について考える。

それらは使役の意を持つ，いわば他律詞でありながら，何故か(5)，一部は，

自律詞としても機能するのである。そこで，自律詞としてのみ機能する表現

があれば，その意義は大きい。果たして，いくつかあるので，それらしく並べ

て見よう。憤然と激怒するのはＲＡＧＥである。大いに恐れるDREADは，

ＦＥＡＲと共に，心配する程までを意味する。驚嘆するＭＡＲＶＥＬは，こちら

もＷＯＮＤＥＲと共に，不思議に思う程までを意味する。一般的に，悲しむの

はSORROWで，苦しむのはＳＵＦＦＥＲである。後悔するＲＥPENTや，絶

望するDESPAIRの前に，優しくなるRELENTでありたい。

ついでながら，両機能を持つ表現も，同様に並べておく。イライラ怒るのは

FRETである。悲しくなるGRIEVE，SADDENには，苦しみ悶えるＡＧＯ‐

ＮＩＺＥに近い，場合もあるか。興奮するTHRILLは，大喜びするREJOICE

や，大いに楽しむDELIGHTにつながらないか。寛ろぐＲＥＬＡＸも必要で，

その後，陽気になるＬＩＶＥＮが続く。

ところで，液体や気体を連想させる動詞群の一部が，同様な自律詞として，

稀には，他律詞としても，機能するので，続けて記しておこう(`)。怒りなどが

爆発しそうなのがＳＩＭＭＥＲで，爆発して激怒するのがＢＯＩＬで，ＳTEAM

は，カーッと，より激しいか。ＳＴＥＷはヤキモキすることである。怒りや不

満でモヤモヤするのはSMOLDERで，KINDLEは，何らかの感情に火がつ

いて興奮することで，特に，怒りで腹立つならばＦＵＭＥである。活気づき陽

気になるならばEFFERVESCEであろう。これらは，これから記すことにな

る身体内変化は元より，付随して起きるであろう言語行動や肉体行動をも暗示

していないだろうか。

身体内変化

精神的変化は言語行動として，それも，より直接的な言葉で吐露される可能

性があるが，反射的には，言葉にならない音声，つまり前言語として表出しな

いだろうか。それらの詳細は別途に考えるとして（７），ここでは，その際に起き

る身体内変化について考察する。
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＜自律神経＞その変化は，大凡，自律神経が平生時を通して司どる生理機

能の一部である。そこで，具体的変化の意義を明らかにすべく，常態にも言及

せざるを得ない。

今，話題にしたばかりの直接的な言葉や，言葉にならない音声に付随する息

使い，つまり呼吸を，まずは，問題にして良かろう。一般的に，呼吸するのは

BREATHEであるが，平生時は無意識なので，一度，意識すると，一体承す

る意となる。息を吸うＩＮＨＡＬＥ－ＳＰＩＲＥと，息を出すEXPIRE，－ＨＡＬＥ

の連続であるが，絶えずスムーズに行くとは限らない(8)。鼻がムズムズして嘘

をするのはＳＮＥＥＺＥで，鼻水を垂らして暖るのはＳＮＩＶＥＬである。詰まっ

た鼻をフンと吹くのはＳＮＯＲＴで，そのまま，喘ぐ様に，鼻息荒<，息をす

ることも意味する。

驚きや怒りなどで，ハツと息を飲むのはＧASPで，拳句に，酸欠で，ハァ

ハァ喘ぐ意も含まれる。後者を強調するのは，動'際の意もあるＰＡＮＴであ

る。逆に，落胆や安堵で，大きく溜息をつくのはＳＩＧＨで，退屈や疲労で，

大口を開けて欠伸をするのはＹＡＷＮである。大口を強調するとＧＡＰＥも

適用され得る。ついでながら，常態でない息使いは音声を伴ないがちで，前言

語として吟扱かわれ得ることを付記しておこう(,)。

息を止めることで窒息させる意のＳＭＯＴＨＥＲは，出ようとする欠伸を殺

すことも含む。STIFLEも同義と言える。息を詰まらせて喧せる意までも持つ

のがSUFFOCATE,ＣＨＯＫＥである。STRANGLEは喉を絞めることであ

る。どれも，欠伸の他，叫び声や感・情までも殺す意を持つ。

息を詰まらせて喧せる前に，喉を気にして，咳払いをするのはＨＥＭである

が，口篭る意も含む。ついでながらＨＥＭａｎｄＨＡＷのＨＡＷは，アー，

ウーエー，など，暖昧な音声を発して口籠ることである。一般的に，咳をす

るのはＣＯＵＧＨで，咳払いは元より，咳をして疾などを吐き出すことも意味

する。EXPECTORATEは後者を強調している。ＳＰＵＴＴＥＲは，喋ったり，

咳込んで，唾や食物を口の中から飛ばすことであり，ＳPITは，意図的に，唾

などを口から出すことである。

度を越して興奮，緊張すると，唾が分泌せず，唾も吐けない。喉が渇くのは

ＴＨＩＲＳＴであるが，唾は唾液のことであり，特に，空腹の時に，食欲がそそ

られて，多く分泌する。空腹になるのはＨＵＮＧＥＲで，度を越して，飢える

意もあるが，ＳＴＡＲＶＥは，それを強調する。渇きを消すのはＱＵＥＮＣＨで，
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渇きに空腹も含めて癒すのはＳＬＡＫＥである。

兵体的には，飲物を飲象，食物を食べることで，それぞれ，ＤＲＩＮＫ，ＥＡＴ

が適用されるが，摂取するというならINGESTである。賞味することは，味

覚に関する折，既述した('０'・消化するのはＤＩＧESTで，吸収するまでも含め

るとＡＳＳＩＭＩＬＡＴＥである。上述した様に，輿砥していると充分仁唾液は出

ないし，胃も活動しないから消化には良くない。

ところで，視・聴・嗅の感覚だけでも，食欲は，そそられ，唾液が，多戯に

分泌する。ＳＡＬＩＶＡＴＥが適用されるが，ＳＬＡVER，SLOBBERと，流出凪

が多くなるだろうか。当然，砥を垂らす意を持つ。その結果，飲ませ過ぎたり，

食べさせ過ぎるとSURFEITである。満腹になり，ゲップを出すのはBELCH，

ＢＵＲＰで，ERUCT(ＡＴＥ）も加えておこう〔'１)。

その勢いによっては，周の中の物を戻す。嘔吐するのはＶＯＭＩＴ,ＳＰＥＷで，

上げる意のＨＥＡＶＥも適用される。吐かなくても，食べ過ぎると吐き気を催

す。否，腹の調子には関係なく，悪臭，乗物酔い，不快な感情等は，気持を悪

くさせる。一般的にはSICＫＥＮが適用されるが，ムカムカするのは，ＮＡＵ

ＳＥＡＴＥ，ＲＥＴＣＨである。

然るべき時間が過ぎると，排泄が促される。小にはＵＲＩＮＡＴＥ，ＰISSが，

大にはDEFECATEが適用されるか。排出ということではEXCRETEが，

排泄ということでは，空にする意のＶＯｍＥＶＡＣＵＡＴＥが適用される。空

に出来ないと汁便秘させてCONSTIPATEである。下剤を使うのはＰＵＲＧＥ

で，空ではなく，清にすることを意味する。

五感と同様に，外なるものを内に入れることで，呼吸と消化を先に言及した

が，内なるものを外に出す新陳代謝までを考慮すると，血液の果たす役割は大

きい。更に，精神的変化が身体内変化として，もし現われるならば，僅かであ

れ，まずは血圧，血行に，ではないだろうか(１２'・

鼻や口から入った酸素や栄養分は，血液が身体内を循環することで，駆け巡

る。ＣＩＲＣＵＬＡＴＥが適用され，汚れた血に，酸素を加え，動脈血にするのは

AERＡＴＥで，静脈血の流れが滞って鯵血する，あるいは，動脈において充血

するのはＣＯＮＧＥＳＴである。

起点となる心臓の鼓動は，平生では聞こえないが，強調するとＰＯＵＮＤで，

ＢＥＡＴならば動`摩までも暗示するか。ＰＵＬＳＡＴＥ，ＰＡＬＰＩＴＡＴＥなら，ドク

ドク脈打ち，ときに，身体が震えることも暗示する。叉に，ズキンズキン高な
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るのはＴＨＲＯＢである。ところで，リズミカルに脈打つのはＰＵＬＳＥであ

ろう。ＶＩＢＲＡＴＥは感動して，心が震える意であると考えた方が良いか。

ときに,激しい鼓動と共に顔が紅潮する｡恥ずかしくて赤面するのはBLUSH

である。FLUSHも紅潮する意であるが，むしろ怒って，を暗示するか。後者

を強調するのはＦＬＡＭＥである。とにかく輿落して，火照って紅潮するのは

ＧＬＯＷである。何であれ，赤くなる意のREDDENも，これらの意を持つ。

一方，興奮して顔面菅白になり，ＰALE，ＢＬＡＮＣＨが適用されることも記さ

ざるを得ない。

ときに，血が頭に登って鼻血を出すこともあるだろう。一般的に，怪我など

を含め，血が出るのはBLEEDである。また，外気温に関係なく，紅潮した

肌は汗を掻く。当然，冷や汗も含む。一般的にはＳＷＥＡＴが適用されるが，

PERSPIREも挙げておこう。汗だくになるSWELTERは，むしろ，うだる

暑さを連想させるか。

＜体息＞酸欠のせいか，空腹のせいか，それとも，血が逆流してか，気を

失うことがある。「めまい」がする意を含めてＦＡＩＮＴが適用される('3)。むし

ろ，ウットリして気が遠くなるのはＳＷＯＯＮである。一方，気絶させるのは

ＳＴＵＮで，卒倒させるのはＫＥＥＬである。

気を失うと神経は鈍り，それ以上の刺激を受けなくて済む。つまり，生体維

持のための究極の生理機能であろうか。一般的に，鈍くするのはＤＵＬＬであ

る。寒さなどで感覚を失わせ，蝉れさせるのは（BE)ＮＵＭＢで，酒や麻薬な

どが，知覚を麻痒させるのはSTUPEFYである。一時的にしろ，良ろしくな

い状況が浮かんで来る。しかし，催眠術をかけるHYPNOTIZEは，魅了する

意を持つ程に，様々な効用が指摘される。

目を閉じて，まず，視覚を休めることから始まる睡眠の重要性が理解されな

いだろうか。精神と肉体は，相互に影響し合って，日頃の度重なる心身の疲労

やストレスは，自律神経失調症や不眠症にまで至る。元気をなくし宴れるのは

LANGUISHである。ついには，体力，気力が萎えて，崩れ落ちるのがＣOL‐

ＬＡＰＳＥで，卒倒の意を含む。その前に，緊張を緩め，寛ぎ，自ら休ませ，休

む必要がある。それぞれＲＥLAX,ＲＥＳＴが適用される('4〕･幼児ならば，宥

めたり，すかしたりして，寝つかせるＬＵＬＬも可能であろう。

休むべく，眠るのはSLEEPである。同義のＳＬＵＭＢＥＲは，スヤスヤと眠

る様子を連想させるか。昼寝など，転た寝するのはＮＡＰである。居眠りや転
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た堰で月潟むのはSNOOZE，DROWSE，ＤＯＺＥであろうか。何時であれ，眠

気がさしてコツクリするのはＮＯＤで，それで目が覚めることもあるが，繰り

返し，舟を漕ぎ，ウトウトすることもある。それ自身，気持良<，目覚めた後

も爽快であろう。ついでながら，肝を掻くのはＳＮＯＲＥで，眠り惚ける意も

ある。更に，夢を見るのはＤＲＥＡＭであるが，これもまた，精神生理的には

愈要な機能である，と言われている。

表情

内なる感情を，外に表わし出すのが，文字通り，表情である。特に強い感情

は，特徴ある表情を呈するので，ハヅキリと特定することが出来る。より反射

的，生理的なものから，言語同様に形式化され，学習されたものまで，広範に

及ぶことを付け加えておこう。

＜筋肉＞精神的変化は，言語行動だけでなく，肉体行動としても吐鰯さ

れ得る。それも，より直接的な，反射的な行動であろう。その詳細については

別途に考えるとして('5)，ここでは，上述の通り，前肉体行動とも呼ばれ得る，

表情には，言及せざるを得ない。精神的変化は，｜:1律神経の司どる不随意筋だ

けでなく，身体を支える随意筋にまで，影響を及ぼすというのだろうか。

目や血管などの膨脹は，想定される円形が拡大するとしてＤＩＬＡＴＥが，史

にDISTENDが適用される。表面的には，隆起し，脹れ上がるのでSWELL，

BULGEであろうか。ついでながら，腹など，張り出し過ぎて，ダプつくのは

BIOATである。これら三様に対立して，それぞれ，血管や筋肉が収縮するの

はCONSTRICTで，隆起が収まって，縮小するのはＳＨＲＩＮＫで，縮んで，

萎びるのはＳＨＲＩＶＥＬである。

立体の見方は他にもある。肺など，球体が脹らむのはＩＮＦＬＡＴＥで，萎む

のはＤＥＦＬＡＴＥである。一般的に，立体が大きくなるのはＥＸＰＡＮＤで，小

さくなるのはＣＯＮＴＲＡＣＴであり，熱による物体の膨脹と収縮も意味する。

当然，これらは，線的な，あるいは面的な，拡大・縮小も包摂するが，特に，

拡大，つまり，伸ばすことを強調する表現があるので記しておこう。

線的に，手足などを伸ばすのはＲＥＡＣＨであるが，ＥＸＴＥＮＤは，面的に

伸ばすことも含む。更に，線的に，面的に，伸ばすだけでなく，ピンと張るの

がSTRETCHであり，他方，面的に見て、手足など，大の字になって，ダラ
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しなく伸ばすのがＳＰＲＡＷＬである。

以上から，暗示される緊張と弛緩を見逃すわけにはいかない。それらを強調

する表現も，また，ある。筋肉や神経を，緊張させるのがＴＥＮＳＥで，緩めて

やるのが既出のＲＥＬＡＸである。緊張の連続は，身体や筋肉を強張らせるこ

とになりSTIFFENが適用されるか。それを「ほぐす」のは，ウォーミング

アップの意もあるLOOSENである。そのためには，身体全体を動かさざるを

得ない。

関節を曲げるのはＦＬＥＸで，伸ばすのは，既出のSTRETCHであるが，

それに加えて，身体を前後左右に焼主せることを含むのがＢＥＮＤで，元に戻

すのはＵＮＢＥＮＤである。その際に，筋肉を張るのがTIGHTENであり，

緩めるのがＳＬＡＣＫ(ＥＮ）である。この様に，身体を「ほぐす」ことで，しな

やかにするのはＬＩＭＢＥＲであり，鍛えるのはＨＡＲＤＥＮである。以下，健

全な肉体の，身体の表情を考えて見よう('`)。

筋肉は動く様に出来ていて，動かさないでいるとストレスが溜まるので，既

述した視線然り，僅かでも動かさずにはいられない。落着きがなく，ソワソ

ワ，モジモジするのはＦＩＤＧＥＴで，子供などが退屈して，モゾモゾ，クネク

ネするのは，Ｗ(R)IGGLE,ＳＱＵＩＲＭである。

一方，虚脱感からか,力が入らず,ヨロヨロするのはTOTTER,ＳＨＡＭＢＬＥ

であろう。ＷＡＶＥＲも，揺れることを強調するが，手や声が震えること，６暗

示する。その上WOBBLEは，膝がガクガク，心の動揺が伝わって来るよう

だ。更に，ロ龍つたい吃ることまでも意味するＦＡＬTERは，様子が変であ

る。加えてＳＴＵＭＢＬＥは，蹟〈意も含む。

力が入っても，声を含め，身体が震えることを強調する表現もある。意図的

に揺り動かすことも含めるとＳＨＡＫＥを挙げざるを得ないだろうが，ここで

はTREMBLEが，最も一般的で，寒さを含め，恐怖や怒りなどで身震いし，

手足が震えることを意味する。瞬間的にゾクッとするのはＳＨＩＶＥＲであり，

特に，弱い震動を意味する。激しい身震いはＳＨＵＤＤＥＲであり，ＱＵＡＫＥ

は大きな身震いからの揺れを連想させる。

力を入れて，押さえ様とすればする程，余計に震えてしまう筋肉は，痙箪を

起こすこともある。目蓋や口元などがピクピクするのはＴＷＩＴＣＨである。

急に，腕などがビクッとなるのはＪＥＲＫであるが，一般的な痙箪にも適用さ

れる。ＣＯＮＶＵＬＳＥは，激情が顔や身体を引獺らせたり，苦痛や大笑いが身
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悶えさせる意までも含む。苦痛になる程に痙箪させるＣＲＡＭＰは，間連鎖や

腓返り，を連想させる。ついでながら，吃逆をするのはHICCUP，－ＣＯＵＧＨ

で，横隔膜の痙寧による。

＜顔＞表情は顔に集中して現われるが，瞬間的な場合も多く，見逃すこと

もある。取り敢えず，前言語であるとも指摘され得る「泣き笑い」について考

えてみよう。

笑い声を出して笑うのはＬＡＵＧＨで，それを押さえて，クスクス笑うのが

ＣＨＵＣＫＬＥである。一方，笑い声なしで微笑むＳＭＩＬＥは，苦笑いでもあり

得る。同様に，歯を剥き出して笑うのはＧＲＩＮであるが，これも，苦痛や怒

りを表わす場合があり得る。尤も，後者の場合は，目付きが違うか。笑うべき

感情で，ときには泣くこともある。泣き声を出して泣くのはＣＲＹで，壇び泣

き，躍り泣くのはＳＯＢである。ＷEEPは泣き声よりも涙を流すことを強調

している(17)。

そんな，溢れ出そうな涙を押さえ様と，目を胆叩かせることもある。逆に，

輿癒して唇が乾き，吃る人が居る様に，目が乾きそうなのか，忙しなく瞬く人

もいる。否，驚いて，目をパチクリさせているのであろうか。どれにも既出の

BLINK，ＷＩＮＫが適用され得る。

驚くと，逆に，目を見開く場合もある。目を見張るのはGOGGLEで，目

を対象にＲＯＬＬが適用される程に，目を回してギョロつかせることであろ

う。口まで開けて，ポカソと見溺れるのはＧＡＷＫである。口を開けている

ことを強調して，既出のＧＡＰＥも適用される。

一方，目を見張って，ギラギラと睨み付けるのはＧＬＡＲＥであり，そのこ

とで，相手の目を逸らさせるのはＯＵＴＦＡＣＥである。相手の目は，ガラスを

朕めた様にドソヨル目が対象となりＧＬＡＺＥが適用される。その様子に対

して，否，一般的に，満足気に，あるいは，ほくそ笑み，眺めるのはＧＬＯＡＴ

である。前述の笑い顔につながって行く。

笑い顔には細くなった目，が付き物であるが，一般的に，目を細めて見るの

は，斜視の意もあるＳＱＵＩＮＴで，横目で，チラシと見ることも含む。後者を

強調しているＬＥＥＲは，意地悪そうにも見えるが，色目を使う流し目でもあ

り得る。そんな風に，物欲し気に見るのはＯＧＬＥであろう。

目を細めて緊張させると，眉を郷めることになる。そんな顔をして腕むのは

(G)LOWER，ＳＣＯＷＬであろうか('8)。眩しくても，鞭めっ面にはなる。これ
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らは，不快感を強調するＦＲＯＷＮに代表される。むしろ困惑して，唇なども

含めて顔を歪めるのはＧＲＩＭＡＣＥであろう。一般的には，振る意のSCREW，
CONTORTも，顔を対象に擬める意を持つ。

同様にして，雛を寄せたり，壁を付ける意のＰＵＣＫＥＲは，眉を対象に，錦

める意の他，唇を対象に窄め，突出す意も持つ。開閉自在な蝦蟇口を連想させ

るＰＵＲＳＥも同義である。特に，口元を対象にするＰＯＵＴは，不機嫌で，脹

れっ面をする意で，その上，勘ねて，ムッつりすればＳＵＬＫである。

而して，顔や目が，晴れ晴れするのはＬＩＧＨＴで,元気を取戻し，頭や耳を

ツンと立てるのはＰＥＲＫで，特に，耳を立てるPRICKは，耳を傾ける意で

ある。鼻を鳴らすSNORTや，ロから唾を吐くＳPITは，軽蔑や憤慨を意味

し，舌嘗りするＳＭＡＣＫは，舌打ちの意もある。怒って，毛を逆立てるのは

BRISTLEで，威張って胸を脹らますのはＰＵＦＦで，踏反り返って歩くのは

SWAGGERである。肩を疎めるのはＳＨＲＵＧで，指や手で手招きの合図を

するのはＢＥＣＫＯＮであるが，目配せするＷＩＮＫの場合もあるか。

最後に，顔だけでなく，他の身体部位に関しても，より具体的，かつ説明的

な表現を，いくつか，勝手に挙げてみた。表情だけでも然り，身振りも含まれ

るので，より反射的，生理的なものから，形式化されたものまでも，見て取れ

る。ついでながら，身振りや手真似をするのはGESTURE，GESTICULATE

である。

犬や猫などの動物からの比職表現ではないのか，と思わせるものや，また，

その事とも関連するが，精神的変化なのか，表情なのか，どちらとも取れるも

のもある。更に，既述した様に，前言語を暗示するものなどを含めて，別の視

点からの，更なる考察が期待される。

＜注＞

（１）ＬＯＯＫ系だけでなく，ＳＥＥ系に関しても「ＬＯＯＫとＳＥＥを焦点とした語
蕊場の意味と分析」に，より詳しい記述が見つかる。

（２）具体的な音に関しては「音を連想させる英語動詞群の意味分析」が詳しく記述
している。

（３）いくつか記すと，ムズムズするＣＲＡＷＬ，CREEP，チクチクするPRICK，

PRICKLE，ズキズキするＳTAB，ＳＴＩＮＧ，更に，姪<ＴＷＩＮGE,ＳＭＡＲＴ，
上リヒリ火照るＣＨＡＦＥＢＵＲＮなどである。

（４）思考の世界は「ＫＮＯＷ及びＴＨＩＮＫに集束する意味場の構造分析」におい

て，一方，感情の世界は「梢神的変化を述想させる英語他動詞群の意味分析」
と「好意的及び非好意的関係・反応を連想させる英語動詞群の意味分析」にお
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いて，それぞれ，かいま見ることが出来る。

（５）本稿の枠外のことではあるが，歴史的に解明されるのではないだろうか。

（６）それらの表現の本来の位置づけは「液体及び気体から連想される英語動詞群の
意味分析」を見ると良く分かるか。特に，前４者は「ＣＵＬＩＮＡＲＹＤＯＭＡＩＮ
の構造分析」を見ると良い。

（７）言語行動の一部と，前言語に関しては「SPEAKとＴＡＬＫを代表とする意味
場の分析」が詳しい。

（８）他かな量であれ，鼻によらない皮胸呼吸もあることは周知である。
（９）喘ぎや溜息は，注（７）の「SPEAKとＴＡＬＫを」の＜ＣＲＹ・ＣＡＬＬ＞で，

前言語として扱われている。ついでながら，本稿の『身体内変化』で言及され
ている生理的な音は，注（２）の「音を連想させる」のく生理的＞で，まとめら
れている。

(10）その際の阻噸に関しては「口・手・足から連想される英語動詞群の意味分析」
の『口』が詳しく記述している。

(１１）ついでながら，オナラをするのはＦＡＲＴであるが，それよりも，ゲップをす
る方が下品である，とする文化もある。

(12）本格的なウソ発見機の実体と，その有効性については，余り，知られていない
が，脈博は，その記録の対象になるだろう。

(13）「めまい」は既に，＜五感＞の視覚に関する記述で話題になっている。ついで
ながら，「めまい」がしてフラフラするのはＲＥＥＬである。一方，気を失う
ことは，人'111にとってのhibernationであろうか。

(14）類似した表現が，注（４）の「精神的変化を」の『快』に多く見出される。
(15）肉体行動の一部は，注(10)の「口・手・足から」の他，「ＤＯに誘引される英

語動詞群の意味分析」「動くことを連想させる英語動詞群の意味分析」「動かす
こと及び物Jll1的変化を連想させる英語励詞群の意味分析」においても，かい主
見て取れる。

(16）これらは，注(10)の「口・手・足から」の『足』と，｜iilじく注(10)の「動くこ
とを」に，重複する部分が見つかる。

(17）「泣き笑い」は，注（７）の「SPEAKとＴＡＬＫを」の＜ＣＲＹ・ＬＡＵＧＨ＞

において，『前言語』として，より詳しく記述されている。ついでながら，溢
れる涙は生理的なしの，『身体内変化』で扱うと，どういうことになるのだろ
うか。

(18）以上の目に関する表情は，殆ど，注（１）の「ＬＯＯＫとＳＥＥを」でも，要約さ
れてはいるが，触れられている。
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